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一
　子宮腟部円錐切除は ， 子宮頚 部初期癌に対 し ， 臨床進行期の 診断と子筥温存療法を目的

と して施行さ れる ．近年子宮頚癌患者の低年齢化と高齢出産の増加に伴い ， 円錐切除によ

る子宮温存療法の 適応者は年々急 増傾向に ある ．さらに 妊娠中に円錐切 除する機会も増加

してき て いる （図 1 ）．今回 ， 子 宮温存療法に適 して い る レーザーによる円錐切 除後の妊

娠 ・分娩 および妊娠中の円錐切除に つ い て解説する ．
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（図 1 ）島根医大における子宮頚癌の 年齢分布 （1980〜1989）
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（1．円錐切除の診断学的適応〕

1．狙い生検 【こよる 高度異形成，上皮 内癌例 （一部 〔‡コ等度異形成 と微小浸潤癌例 を含む）．

2．細胞診 Classlllb以上の継続例 （コ ルポ診 UOF 例）．

3．細胞診で 上皮内腺癌疑い例．

饑懸覊 狙 い生検 に よ る 中
・高度異形成の 4．　6％ （4／87）に微小浸潤癌が ， ま た 上皮内

癌のりア．0％ （18／106）に微小 浸潤 癌がある （他施設もだいたい同 じ成績）．上皮内腺癌に

は高度異形成 ， 上皮内癌の合併が多 く ， 上皮内腺癌発見 に は ， これ ら CIN に対 する 円錐
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切除が最も有用である．

〔1 ．子宮温存療法の 条件〕

1．円錐切除による組織診で上皮内癌以下．

2．微小浸潤癌の完全円錐切除例 （切除断端に病変がな く，子宮温存を強く希望する例）．

驪 上皮内癌以下 （不完全切除例を含む）の子宮温存例のうち8，8％ （13／147）に再

発があっ た が， 浸潤癌 はなく再円錐切除で完全治癒．微小浸潤癌の うちリ ンパ節転移例は

極めて 稀 （当科に 転移例な し）．

　円錐切除方法【こは ， ○02レーザー，Nd ；YAG レ
ーザ ー

， 電気メス，メス ， な どが ある

（表 1）．円錐切除後の妊娠 ・分娩および妊娠中の円錐切除に対し ， 最も有用と思われるの

が GO ・レーザーと Nd ：YAG レーザ ー
で あ り ， そ の 中で も妊娠中の円錐切除 に は CO 、レ

ーザーがよ り安全 とい える．

　　　　　　　　　　　　 （表 1 ）各種円錐切除方法の 特徴
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〔1．CO2 レーザー
の臨床的特徴〕

　切開面 が鋭く精密な 手術ができ組織に与 え

る影 響 は少 ない （組 織変性 は300μm ）， 止血

性が高く無血的手術が可能，手術野の 1丿ンパ

管も血管もシールされるの で 手術操作による

悪性腫瘍細胞の 遠隔転移の 恐れがない ， 手術

後の疼痛がない，殺菌的であり汚染された部

位 の手術に向い てい る ， 水分 に吸収されるの

で妊娠中で も胎児へ の影響がな い．

〔H ．CO2 レーザー
円錐切除万法 （図 2）〕

　原則として無麻酔下で 行い （一部局所麻酔

使 用，外来処置室 で可 能，入院不必要 ）， 切

除操作を容易 にする ため切除部位 4箇所 を絹

糸 で牽引 し ， コ ルポ診異常所見の外側 5mm

（図 2 ）CO 、レ
ー

ザ
ー

円錐切 除方法

　　　 遺残防止の ため円錐形 とい うよ

　 　　 り筒状 または ド
ー

ム状に切除
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を含め子宮腟部を円形に切開する （30W・cotinuous 　 wa ＞e ・focused 　 beam （1mm ））．

切 除の 深さが1．5cm以上になる ように，円錐形というより筒状または ドーム状に レ
ー

ザ
ー切除し （遺残防止の ため）， 最深部は強弯の ハサ ミで 切断する ．止血凝固 と蒸散追加後

（20W ・continuous 　wa ＞e ・defOcused 　beam （3mm ））ヨ ードホルムガーゼ を挿入圧

迫 し ， 翌 日抜去，止ffnを確かめる．手術後，抗生剤を 5日閘処方する．手術後の出正m は，

全例に約 1週間の少量 持続出皿 を認 める が ， 発熱 ， 疼痛の訴え はな く入院を必要 とする 症

例 はない．また全例 （150例）に頚管の感染，閉塞 は認めなかっ た．

〔皿．CO2 レ
ー
ザ

ー
円錐切除援の 妊娠許可 （図 3）〕

　組織修復 は円錐切除後，約 4週間〜 6週間で S −OjunctiOn が完成 し， 頚管粘渡も充満

してくる の で妊娠可能となる が ， 遺残例で の妊娠を避け るた め原則と して 1年間の避妊を

指導する （遺残再発例 の発見は12ヵ月以内で可能）。しか し妊娠中に円錐切除が可能で あ

れ ば ， 避妊期間は特に必要ない と思われる （遺残再発例はいすれ も上皮内癌以下）．
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〈図 3 ）子宮頚部初期癌に対する円錐切除後の妊娠許可

　○○ ，レ
ーザー円錐切除後の頚管閉塞 は1，0％前後で ある が ，45歳以下で の頚管閉塞 は皆無

に近 い （当科で は O％）．頚管粘液 も十分分泌される．わが国における 円錐切除後の妊娠

率の報告は ま だ少ない が ， 外国の 報告をあわせる と COz レーザー円錐切 除が不妊の原 因

になる可能性はないといえる．当科では円錐切除後に ， 妊娠希望者 のア2．7％ （8／M ）が

妊娠して い る．
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　子宮頚部はレーザー円錐切除後の組織修復に より元の ような健常子宮頚部に回復する こ

と ， 諸外国の 報告でも妊娠経過と分娩に対 して悪影響 は ない と いう報告がば とん どで ある

こ と， 当科でも少数な がら全例 （8例）正 常経腟分娩 して い る こ と から，レ
ー
ザ

ー
円錐切

除後の頚管因子による流産 ・早産率 の増加 ， 帝王切開率の増加はなく ， 正 常経腟分娩で き

る といえる．

〔1．妊娠中の CO2 レーザー円錐切除 （図 4））

　妊娠中の子宮頚癌発見率 （上皮内癌を含 む）は，約O，10％で集団検診の発見率に ほぼ等

しい．狙い生検 による上皮内癌症例のme17．0％に微小浸潤癌が認められること，妊娠中の

細胞診， コルポ診による微小浸潤癌の判定 は困難で ある こ とか ら ， 妊娠中で も狙い 生検で

高度異形成および上皮内癌がでれば積極的に円錐切除すべきで ある．妊娠中の円錐切除は

出血 しやすく ， 腟壁が弛緩 し視野が とりにくい．そこ で 出血防止 に対 して は McDOnald

頚啻縫縮術を （平均出血量約20ml）， 視野確保にはクスコカバーを利用 している．症例は

まだ少な いが ， 全例 （4例）健常児を正常経腟分娩 してい る．頚管因子 に よる流産 ・
早産

率の増加 ， 帝王切開率の増加はないものと思われる．

（図 4 ）妊婦 の 子宮頚部初期癌の 管理
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